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呉
筠
（
字
は
貞
節
、
？
―
七
七
八
）
と
は
、
い
わ
ゆ
る
盛
唐

期
に
活
躍
し
た
道
士
で
あ
り
、
詩
仙
李
白
と
交
遊
を
持
っ
た
と

伝
え
ら
れ
る
文
人
で
も
あ
る
。
そ
の
か
れ
の
主
著
に
『
宗
玄
先

生
玄
綱
論
』（
以
下
『
玄
綱
論
』
と
略
称
す
る
）
が
あ
り
（
１
）
、

こ
の
書
物
は
、
呉
筠
思
想
の
研
究
上
、
独
自
の
意
義
を
有
す
る

重
要
な
文
献
だ
と
み
な
せ
る
。
そ
れ
は
、
論
著
の
執
筆
時
期
や

目
的
が
明
確
で
あ
る
点
で
、
呉
筠
の
ほ
か
の
文
章
と
は
異
な
る

こ
と
か
ら
の
判
断
で
あ
り
、『
玄
綱
論
』
巻
頭
に
附
さ
れ
た
か
れ

自
身
の
「
進
玄
綱
論
表
」
に
よ
れ
ば
、
同
書
と
は
、
天
宝
十
三

載
（
七
五
四
）
六
月
、
唐
王
朝
の
第
六
代
皇
帝
玄
宗
に
上
呈
さ

れ
、「
前
哲
」
が
説
か
ず
「
眞
經
」
に
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た

「
高
虛
獨
化
之
兆
、
至
士
登
仙
之
由
」
に
つ
い
て
、
解
き
明
か

し
た
書
物
だ
と
い
う
。

『
玄
綱
論
』
の
全
体
は
、
上
篇
「
明
道
德
」（
凡
九
章
）・
中

篇
「
辯
法
教
」（
凡
十
五
章
）・
下
篇
「
析
凝
滯
」（
凡
九
章
）
の

三
篇
か
ら
成
る
。
か
つ
て
筆
者
は
、
前
述
し
た
『
玄
綱
論
』
の

特
徴
を
ふ
ま
え
、「『
宗
玄
先
生
玄
綱
論
』
上
篇
の
思
想
―
成
玄

英
老
子
疏
引
用
の
意
図
を
中
心
に
―
」
と
題
す
る
論
文
に
お
い

て
、
同
書
上
篇
の
分
析
を
お
こ
な
っ
た
（
２
）
。
ま
ず
そ
の
概
略
を

示
し
た
い
。
そ
も
そ
も
同
書
の
上
篇
に
は
初
唐
の
道
士
で
あ
る

成
玄
英
の
「
老
子
疏
」（
以
下
成
疏
と
略
称
す
る
）
が
引
用
さ

れ
る
。
呉
筠
は
、
成
疏
の
「
道
」
に
関
す
る
理
解
を
論
述
の
基

盤
に
据
え
て
上
篇
を
書
き
始
め
る
の
だ
が
、
し
か
し
そ
れ
を
よ

り
実
践
性
を
帯
び
た
も
の
と
し
て
説
き
直
す
と
と
も
に
、
統
治

論
に
関
す
る
成
疏
の
不
足
や
登
仙
理
論
の
不
備
を
補
っ
て
も
い

る
。
そ
れ
ら
は
、『
玄
綱
論
』
上
呈
の
対
象
で
あ
る
玄
宗
に
対

し
、「
道
德
」
の
完
全
性
を
明
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
補

充
に
ほ
か
な
ら
ず
、『
道
德
經
』
の
教
え
が
、
た
ん
に
個
人
の
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修
道
の
み
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
治
人
を
主
旨
と
す

る
儒
家
の
教
学
を
も
包
括
す
る
全
体
性
を
持
つ
こ
と
を
主
張
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
玄
宗
に
よ
る
『
老
子
道
德
經
』

の
注
釈
が
開
元
二
十
年
（
七
三
二
）
の
撰
述
で
あ
り
、
疏
の
編

纂
が
開
元
二
十
三
年
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の

「
道
」
理
解
と
成
疏
の
そ
れ
と
の
共
通
性
か
ら
推
し
て
、
呉
筠

は
、
自
身
の
「
道
德
」
理
解
が
玄
宗
の
そ
れ
と
異
質
な
も
の
で

は
な
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
明
示
す
べ
く
、
成
疏
の
「
道
」
理

解
に
関
す
る
一
段
を
引
用
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
呉
筠
思
想
に
対
す
る
研
究
は
、
従
来
、
神
塚
淑
子

氏
の
そ
れ
を
始
め
と
し
て
比
較
的
数
多
く
提
出
さ
れ
て
き
た
（
３
）
。

し
か
し
『
玄
綱
論
』
が
有
す
る
上
記
の
特
徴
を
前
提
に
据
え
、
そ

の
内
容
や
意
図
に
ま
で
論
及
し
た
研
究
は
、
皆
無
で
あ
っ
た
。
無

論
、
上
篇
に
限
ら
ず
、
中
・
下
篇
に
も
独
自
の
意
図
が
存
す
る
と

推
察
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
検
討
も
、
こ
れ
ま
で
は

お
こ
な
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
お
お
ま
か
に
見
れ
ば
、
同
書
の
中

篇
は
登
仙
の
方
法
を
理
論
的
か
つ
具
体
的
に
述
べ
、
下
篇
は
登
仙

に
関
す
る
疑
惑
や
誤
解
を
打
破
す
る
た
め
の
仮
想
問
答
を
提
示
す

る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
概
括
で
は
、
中
・
下
篇
そ

れ
ぞ
れ
の
意
義
を
十
分
に
解
明
し
た
と
は
言
え
ず
、
そ
こ
で
本
稿

で
は
、
中
篇
全
十
五
章
に
詳
細
な
分
析
を
く
わ
え
、
あ
わ
せ
て
中

篇
全
体
の
特
色
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
し
た
い
。

『
玄
綱
論
』
上
篇
に
は
「
道
德
」
を
主
題
と
す
る
理
論
が
構
造

的
に
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
中
篇
に
は
、
そ
う
し
た
理
論
を

基
盤
に
、
道
教
の
教
義
と
し
て
の
登
仙
の
方
法
に
関
す
る
議
論

が
展
開
さ
れ
る
。
つ
ま
り
「
進
玄
綱
論
表
」
に
か
れ
が
記
し
た

「
高
虛
獨
化
之
兆
、
至
士
登
仙
之
由
」
が
、
こ
こ
で
は
主
題
的

に
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
で
は
そ
の
篇
題
に
言
う
「
法
教
」
と

は
、
如
何
な
る
意
味
で
あ
る
の
か
。
道
教
に
お
い
て
「
法
教
」

と
は
道
法
の
教
義
を
指
し
（
４
）
、
中
篇
は
、
こ
の
二
文
字
を
語

義
ど
お
り
率
直
に
利
用
す
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
た
だ
し
、
た

と
え
ば
『
莊
子
』
天
下
篇
に
「
天
下
大
い
に
乱
れ
、
賢
聖
は
不

明
、
道
德
は
一
な
ら
ず
」
云
々
と
あ
る
そ
の
一
段
に
、
郭
象
が

「
百
家
、
穿
鑿
す
」
と
注
記
し
、
成
玄
英
が
「
法
教
、
多
端
」

と
疏
解
し
た
点
に
着
目
す
れ
ば
、
呉
筠
の
こ
の
命
名
か
ら
は
、

ま
た
違
っ
た
意
図
が
透
け
て
見
え
る
。
成
玄
英
所
説
の
「
法

教
」
は
、
文
脈
上
、
先
秦
諸
子
の
様
々
な
教
え
を
意
味
す
る
。

そ
の
文
脈
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
呉
筠
は
、「
法
教
」
の
二
文
字

を
と
く
に
冠
し
た
中
篇
に
お
い
て
、
自
身
が
正
し
い
と
信
じ
る

道
法
の
教
義
を
、
幾
多
の
教
学
と
の
異
同
を
意
識
し
つ
つ
論
弁

し
よ
う
と
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
章
の
順
序
に
し
た

が
っ
て
分
析
を
す
す
め
る
が
、
そ
の
際
に
は
、
呉
筠
が
如
何
な

る
教
学
を
意
識
し
つ
つ
そ
の
主
張
を
展
開
し
て
い
た
の
か
、
ま

た
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
理
由
に
も
と
づ
く
行
為
で
あ
る
の
か
、

と
い
っ
た
点
の
解
明
に
も
留
意
し
た
い
。
な
お
考
察
に
際
し
て

『
玄
綱
論
』
以
外
の
呉
筠
の
文
章
も
利
用
す
る
。
そ
れ
ら
は
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『
宗
玄
先
生
文
集
』
三
巻
に
収
録
さ
れ
る
（
５
）
。
ま
た
中
篇
は
第

十
章
か
ら
始
ま
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
無
論
、
上
篇
全
九
章
を
受

け
る
表
記
で
あ
る
。

　
一
　「
神
道
設
教
章
第
十
」
と

　
　
　
　�

「
學
則
有
序
章
第
十
一
」

「
神
道
設
教
」
と
い
う
章
題
は
、
周
知
の
と
お
り
儒
家
の
経

典
で
あ
る
『
周
易
』「
観
」
卦
彖
傳
の
「
觀
天
之
神
道
、
而
四

時
不
忒
、
聖
人
以
神
道
設
教
、
而
天
下
服
矣
」
を
、
そ
の
典
拠

と
す
る
。
聖
人
が
「
天
」
の
不
可
思
議
な
「
道
」
を
観
察
し
、

そ
れ
に
従
っ
て
人
び
と
を
教
化
し
た
、
と
い
う
儒
家
の
統
治
術

に
関
す
る
内
容
を
背
景
と
し
て
用
い
ら
れ
る
表
現
で
あ
り
、
呉

筠
は
、
本
章
を
、
か
か
る
儒
家
の
語
を
借
用
し
つ
つ
も
、
そ
の

「
教
」
え
が
、
渾
沌
と
し
た
元
初
の
世
界
に
生
ま
れ
た
「
寶

章
」「
玉
字
」
に
も
と
づ
く
根
源
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら

説
き
起
こ
す
。
そ
し
て
そ
れ
が
乾
坤
天
地
を
生
み
だ
し
、
そ
の

後
、「
无
上
虛
皇
」
が
「
元
始
天
王
」
に
命
じ
て
「
金
簡
」
や

「
玉
章
」
に
文
字
化
さ
せ
、「
下
土
」
に
流
布
さ
せ
た
も
の
だ
と

述
べ
る
（
６
）
。
こ
う
し
た
記
述
に
続
け
て
、
呉
筠
は
、
人
間
世
界

に
お
け
る
教
学
の
展
開
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

故
伏
羲
受
圖
、
軒
轅
受
符
、
高
辛
受
天
經
、
大
禹
受
洛

書
、
神
道
設
教
、
兆
於
玆
矣
。

こ
こ
で
は
、
伏
羲
以
下
の
諸
聖
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
授
か
っ
た

教
え
に
着
目
し
た
い
。
伏
羲
の
「
圖
」
や
大
禹
の
「
洛
書
」
と

は
、
た
と
え
ば
『
漢
書
』「
五
行
志
第
七
」
に
、「
劉
歆
以
為
、

伏
羲
氏
繼
天
而
王
、
受
河
圖
、
則
而
畫
之
、
八
卦
是
也
。
禹
治

洪
水
、
賜
洛
書
、
法
而
陳
之
、
洪
範
是
也
」
と
あ
る
と
お
り
、

『
易
』
や
『
尚
書
』
洪
範
篇
が
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
と
認
識
さ

れ
た
い
わ
ゆ
る
「
河
圖
」
と
「
洛
書
」
と
を
指
す
。
た
だ
し

「
洛
書
」
に
関
し
て
は
、『
周
易
』
繋
辭
上
傳
に
「
河
出
圖
、
洛

出
書
、
聖
人
則
之
」
と
記
さ
れ
る
と
お
り
、『
易
』
の
理
論
的
源

流
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

か
か
る
儒
典
の
源
泉
に
対
し
て
、「
軒
轅
」
黄
帝
が
授
か
っ

た
「
符
」
と
は
、『
黃
帝
陰
符
經
』（
以
下
『
陰
符
經
』
と
略
称

す
る
）
を
指
す
。『
陰
符
經
』
は
三
百
字
ほ
ど
と
四
百
字
ほ
ど

と
の
、
二
種
類
の
テ
キ
ス
ト
が
存
す
る
短
い
経
典
で
あ
り
、
そ

の
成
立
及
び
選
者
等
に
関
し
て
は
、
様
々
な
先
行
研
究
が
あ
る

も
の
の
、
未
だ
定
説
と
い
う
べ
き
も
の
は
な
い
（
７
）
。
そ
の
内
容

は
兵
家
思
想
や
道
家
思
想
と
も
関
連
す
る
と
さ
れ
る
が
、
呉
筠

が
こ
こ
で
『
陰
符
經
』
に
言
及
す
る
の
は
、
唐
代
に
お
け
る
こ

の
経
典
の
盛
行
と
い
う
時
代
情
況
、
お
よ
び
か
れ
の
道
士
と
し

て
の
系
譜
と
関
係
す
る
。
た
と
え
ば
唐
の
太
宗
が
長
孫
無
忌
に

『
陰
符
經
』
五
十
本
を
写
さ
せ
（
８
）
、
高
宗
が
褚
遂
良
に
百
二
十

本
を
写
さ
せ
た
よ
う
に
（
９
）
、
そ
も
そ
も
唐
代
の
皇
帝
は
、
こ

の
書
物
に
対
し
多
大
な
る
関
心
を
抱
い
て
い
た
。
そ
し
て
呉
筠
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自
身
も
、
そ
の
『
形
神
可
固
論
』（『
宗
玄
先
生
文
集
』
巻
中
）

「
守
神
」
に
、「
陰
符
經
曰
、
經
冬
之
草
、
覆
之
不
死
、
露
之
見

傷
、
火
生
於
木
、
禍
發
必
尅
」
と
の
一
文
を
引
用
す
る
の
で
あ

る
。呉

筠
の
引
用
文
に
関
し
て
王
明
氏
は
、
そ
れ
が
現
行
の
『
陰

符
經
』
本
文
あ
る
い
は
玄
宗
・
肅
宗
期
に
活
躍
し
た
李
筌
の
『
陰

符
經
』
注
疏
と
異
な
る
た
め
、
呉
筠
は
『
陰
符
經
』
の
異
本
を

持
っ
て
い
た
と
推
察
す
る
（
10
）
。
し
か
し
山
田
俊
氏
も
言
う
と
お

り
、
当
該
文
章
の
「
露
之
見
傷
」
句
ま
で
は
伊
尹
か
ら
李
筌
に
い

た
る
七
人
の
注
釈
を
集
め
た
『
黃
帝
陰
符
經
集
註
』
の
「
鬼
谷
子

注
」
の
一
文
で
あ
っ
て
、
一
方
「
火
生
於
木
、
禍
發
必
尅
」
の

二
句
は
『
陰
符
經
』
の
本
文
で
あ
り
、
そ
れ
は
当
時
、
こ
の
経
典

の
語
と
し
て
良
く
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
11
）
。
ま
た
朱
越
利
氏

の
指
摘
に
拠
れ
ば
、『
集
註
』
の
諸
氏
註
は
同
書
の
撰
者
李
筌
の

仮
託
に
よ
る
唐
代
の
偽
作
だ
と
い
う
（
12
）
。

李
筌
に
や
や
遅
れ
つ
つ
も
ほ
ぼ
同
時
期
に
活
躍
し
た
張
果
に

も
『
黃
帝
陰
符
經
注
』
が
あ
り
、
そ
の
「
黃
帝
陰
符
經
序
」
に

は
「
近
代
李
筌
假
託
妖
巫
、
妄
為
注
述
」
と
見
え
る
（
13
）
。
李

筌
や
張
果
両
者
と
呉
筠
と
の
思
想
的
関
係
は
未
詳
だ
が
、
呉
筠

の
当
時
、『
陰
符
經
』
に
対
し
て
は
、
そ
の
解
釈
を
め
ぐ
り
諸
説

が
火
花
を
散
ら
す
ほ
ど
に
活
潑
な
議
論
が
存
し
た
。
呉
筠
は
中

篇
第
十
六
章
に
お
い
て
も
『
陰
符
經
』
の
文
章
を
援
用
す
る
の

だ
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
こ

の
経
典
に
関
す
る
か
れ
の
言
及
が
、『
陰
符
經
』
に
対
す
る
同
時

代
人
の
関
心
の
高
さ
を
背
景
と
す
る
も
の
だ
と
の
推
察
を
提
示

し
て
お
き
た
い
。
そ
う
し
た
同
時
代
人
に
は
、
無
論
、
時
の
皇

帝
も
含
ま
れ
る
。

「
高
辛
」
す
な
わ
ち
五
帝
の
ひ
と
り
で
あ
る
帝
嚳
が
授
か
っ
た

「
天
經
」
に
関
し
て
は
、『
太
上
老
君
年
譜
要
略
』
の
「
及
乎
高

辛
氏
之
王
天
下
也
、
老
君
敷
道
布
化
、
濟
世
為
師
、
談
黃
庭
之
妙

言
」
に
よ
り
（
14
）
、『
黃
庭
經
』
が
そ
れ
に
相
当
す
る
と
推
測
で

き
る
。
呉
筠
は
そ
の
『
形
神
可
固
論
』「
服
炁
」
に
、「
元
炁
之

術
」
は
一
般
に
「
口
訣
」
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
が
、
文
字
に
残

さ
れ
た
僅
か
な
事
例
と
し
て
「
只
如
上
清
禁
訣
、
玉
函
隱
書
、
百

家
諸
子
誥
傳
詞
文
、
乃
至
老
君
祕
旨
、
内
外
黃
庭
、
灼
然
不
顯
不

露
」
と
言
う
。
つ
ま
り
内
外
『
黃
庭
經
』
は
、
呉
筠
に
あ
っ
て
も

道
術
実
践
上
の
重
要
な
経
典
で
あ
っ
た
。
で
は
、
そ
れ
が
何
故

「
天
經
」
と
称
さ
れ
る
の
か
。
そ
の
理
由
に
関
し
て
は
、
上
清
派

道
教
の
宗
師
で
あ
る
梁
代
の
陶
弘
景
が
編
纂
し
た
『
眞
誥
』
の
巻

九
「
協
昌
期
第
一
」
の
記
事
が
参
考
に
な
る
（
15
）
。
そ
こ
に
は
、

『
黃
庭
内
景
經
』
の
読
誦
に
よ
る
魂
魄
の
精
錬
の
持
続
に
よ
っ
て

登
仙
し
た
記
事
が
載
る
。
つ
ま
り
こ
の
経
典
を
含
む
多
く
の
道
典

が
、
神
仙
世
界
か
ら
降
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
伝
承
が
存
す
る
の

で
あ
り
、
呉
筠
自
身
、
上
清
派
系
統
の
道
経
を
伝
え
た
道
士
の
系

譜
に
位
置
す
る
自
覚
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
確
認
さ

れ
る
。
な
お
『
黃
庭
經
』
が
前
述
の
『
陰
符
經
』
以
上
に
、
唐
代
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の
人
士
に
よ
っ
て
臨
模
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
道
書
で
も
あ
っ
た
こ

と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

さ
て
本
「
神
道
設
教
」
章
は
、
以
下
、
こ
の
四
帝
に
よ
る

諸
経
伝
授
の
話
題
か
ら
話
を
転
じ
、「
又
、
玄
元
、
民
を
愍
れ

み
」、
そ
こ
で
乱
れ
た
人
間
世
界
を
教
導
す
べ
く
「
帝
師
」
を
使

わ
し
、
さ
ら
に
「
蘇
・
茅
・
周
・
王
・
裴
・
魏
・
楊
・
許
」
と

い
っ
た
上
清
派
系
の
道
士
た
ち
が
道
教
経
典
に
接
し
た
と
述
べ

る
。
そ
の
上
で
、
か
れ
ら
の
努
力
に
よ
り
経
典
や
道
法
が
広
範

に
普
及
し
た
も
の
の
、
し
か
し
そ
れ
ら
を
「
周
覽
」
す
る
こ
と

は
で
き
て
も
、
そ
の
「
盡
行
」
は
困
難
だ
と
し
て
、
そ
の
理
由

を
、「
一
人
之
心
」
が
そ
れ
ら
歴
代
の
聖
人
に
よ
る
「
道
」
を
兼

修
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
の
精
神
（
神
）
や
肉
体
（
形
）
が
疲

弊
す
る
ば
か
り
だ
か
ら
だ
、
と
説
明
す
る
（
16
）
。
こ
こ
で
「
一

人
」
と
敢
え
て
明
記
す
る
の
は
、
呉
筠
が
、『
玄
綱
論
』
の
上
呈

対
象
で
あ
る
玄
宗
を
意
識
し
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
が
、
同
時

に
、
教
団
と
し
て
の
道
系
の
授
受
よ
り
も
個
人
の
実
践
を
重
視

す
る
呉
筠
の
価
値
観
の
あ
ら
わ
れ
だ
と
み
な
せ
る
。
そ
う
し
た

傾
向
は
、
本
章
を
以
下
の
よ
う
に
結
ぶ
そ
の
主
張
か
ら
も
推
察

さ
れ
る
。

故
周
覽
以
絕
疑
、
約
行
以
取
妙
、
則
不
虧
於
修
習
、
無
廢

於
閑
和
、
道
在
至
精
、
靡
求
其
博
爾
。

呉
筠
は
道
典
の
「
修
習
」
に
つ
い
て
、
修
道
上
の
疑
念
を

断
つ
と
い
う
効
果
を
見
出
す
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
実
践
の
主
眼

に
関
し
て
は
、
そ
れ
を
「
至
精
」
の
追
究
に
置
き
、「
博
」
学

に
は
警
戒
の
念
を
示
す
。
本
章
に
縷
説
し
た
儒
道
両
教
の
経
典

の
授
受
を
、
あ
た
か
も
否
定
す
る
か
の
よ
う
な
主
張
が
、
同
一

章
の
末
尾
に
お
い
て
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
に
関
し

て
は
、
続
く
第
十
一
章
の
分
析
と
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
と
し
た

い
。「

學
則
有
序
章
第
十
一
」
で
は
、
か
れ
の
実
践
理
解
が
全
体
的

に
披
露
さ
れ
る
。
同
章
は
以
下
の
よ
う
な
一
段
に
始
ま
る
。

道
雖
無
方
、
學
則
有
序
、
故
始
於
正
一
、
次
於
洞
神
、
棲

於
靈
寶
、
息
於
洞
眞
。
皆
以
至
靜
為
宗
、
精
思
為
用
、
齋

戒
為
務
、
慈
惠
為
先
。

唐
代
高
宗
期
の
道
士
で
あ
る
孟
安
排
が
編
纂
し
た
道
教
の

類
書
『
道
教
義
樞
』
は
、
そ
の
巻
一
冒
頭
に
「
道
德
義
第
一
」

を
、
巻
二
冒
頭
に
「
三
洞
義
第
五
」
を
そ
れ
ぞ
れ
に
置
く
（
17
）
。

そ
し
て
「
三
洞
」
に
対
し
、「
義
曰
、
三
洞
者
、
八
會
之
靈
音
、

三
景
之
玄
教
」
云
々
と
述
べ
、
ま
た
「
釋
曰
、
一
者
洞
眞
、
二

者
洞
玄
、
三
者
洞
神
」
と
解
説
す
る
。
一
方
「
正
一
」
に
関
し

て
は
、
同
書
巻
二
「
七
部
義
第
六
」
に
、『
正
一
經
』
の
次
第
と

し
て
、
こ
の
三
洞
に
続
く
「
四
者
」
の
末
尾
と
位
置
づ
け
る
。

概
括
す
れ
ば
、
孟
安
排
は
、『
老
子
道
德
經
』
を
道
教
の
根
本
経

典
と
し
て
尊
崇
し
、
そ
の
も
と
に
諸
他
の
厖
大
な
道
教
経
典
を
体

系
化
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。『
道
德
經
』
に
対
す
る
絶
対

的
尊
崇
は
、
唐
王
朝
に
よ
る
老
子
崇
拝
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
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り
、
か
か
る
体
系
化
の
意
識
は
、
た
と
え
ば
『
隋
書
』
經
籍
志
が

そ
の
子
部
に
『
老
子
』
や
『
莊
子
』
お
よ
び
そ
の
諸
注
を
並
べ
る

一
方
で
、
巻
末
に
「
道
經
」
を
置
い
て
い
た
こ
と
と
比
較
す
る
な

ら
ば
、
隋
志
の
分
裂
し
た
認
識
を
包
括
す
る
傾
向
を
帯
び
る
点

で
、
唐
王
朝
の
理
念
に
さ
ら
に
寄
り
添
う
も
の
だ
と
判
断
で
き

る
。お

そ
ら
く
呉
筠
は
、
こ
う
し
た
時
代
的
課
題
を
共
有
す
る
な

か
で
『
玄
綱
論
』
を
著
し
、
ま
ず
『
道
德
經
』
を
根
本
に
据
え

る
上
篇
を
書
き
、
次
い
で
中
篇
に
お
い
て
、
諸
道
経
を
全
体
的

に
体
系
化
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
道
典
の
体
系
化

は
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
、「
神
道
設
教
」
章
に
お
け
る
歴
代
道
士
の

記
載
に
顕
著
な
と
お
り
、
か
れ
は
、
道
士
と
し
て
の
自
身
の
系

譜
を
上
清
派
の
流
れ
に
置
い
た
。
本
「
學
則
有
序
」
章
で
も
、

上
清
派
の
主
要
経
典
で
あ
る
『
洞
眞
經
』
に
対
し
最
終
的
に
安

息
す
べ
き
最
高
の
地
位
を
与
え
た
。
上
清
派
を
上
位
に
置
く
価

値
観
の
も
と
、
道
教
諸
派
を
体
系
的
に
配
置
し
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
呉
筠
は
、
道
教
諸
派
や
諸
経
典
を
か
く
体
系
的
に
配

置
し
た
う
え
で
、「
至
靜
」「
精
思
」「
齋
戒
」「
慈
惠
」
と
い
う

実
践
の
効
果
や
意
義
を
、
以
下
の
よ
う
に
説
き
始
め
る
。
そ
れ

は
、
第
十
章
末
尾
に
お
い
て
諸
経
読
誦
の
意
義
を
低
く
抑
え
た

こ
と
と
呼
応
す
る
操
作
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

故
非
至
靜
則
神
不
凝
、
非
精
思
則
感
不
徹
、
非
齋
戒
則
眞

不
應
、
非
慈
惠
則
功
不
成
。
神
凝
、
感
徹
、
眞
應
、
功
成

者
、
是
謂
陟
初
仙
之
階
矣
。

神
仙
世
界
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
、
要
は
あ
ら

ゆ
る
実
践
の
目
的
で
あ
り
、
ま
た
結
果
で
も
あ
る
。
呉
筠
は
そ

う
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
四
種
の
実
践
に
よ
り
、「
神

凝
、
感
徹
、
眞
應
、
功
成
」
と
い
う
成
果
を
獲
得
す
る
必
要
を

も
述
べ
る
。
そ
の
上
で
か
れ
は
、
こ
の
階
段
へ
と
進
ん
で
こ
そ

「
吐
納
」
や
「
導
引
」
に
も
効
果
が
あ
る
と
述
べ
、
他
方
、
そ

の
よ
う
な
伝
統
的
道
術
も
、
も
し
「
神
」
の
凝
集
を
前
提
と
せ

ず
単
独
に
実
行
さ
れ
た
場
合
に
は
、「
形
」
の
保
養
を
果
た
す
に

止
ま
り
、
登
仙
に
は
至
ら
な
い
こ
と
を
、
こ
う
述
べ
る
。

若
獨
以
噓
吸
為
妙
、
屈
伸
為
要
、
藥
餌
為
事
、
雜
術
為
利

者
、
可
謂
知
養
形
、
不
知
寶
神
矣
。
不
知
寶
神
者
、
假
使

壽
同
龜
鶴
、
終
無
冀
於
神
仙
矣
。

呉
筠
は
雑
多
な
道
術
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し

そ
れ
ら
が
意
義
を
持
つ
の
は
、
あ
く
ま
で
も
「
神
」
の
凝
集
を

前
提
と
し
て
の
こ
と
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。
根
本
的
実
践
と
諸

他
の
道
術
と
の
差
異
お
よ
び
関
連
性
を
明
確
化
す
る
か
れ
の
意

識
は
、
諸
道
典
を
体
系
的
に
価
値
づ
け
る
認
識
と
重
な
る
。
し

か
も
留
意
す
べ
き
は
、
こ
の
根
本
的
実
践
の
根
源
に
、
諸
道
典

の
み
な
ら
ず
『
周
易
』
を
軸
に
据
え
る
儒
教
経
典
を
も
生
み
出

し
た
絶
対
の
「
道
」
が
想
定
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
経
典
の
経
典
性
は
絶
対
の
「
道
」
に
依
拠
す
る
こ
と
で
附

与
さ
れ
る
こ
と
、
逆
に
言
え
ば
、
経
典
と
は
、「
道
」
が
文
字
化
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さ
れ
た
そ
の
限
定
態
で
し
か
な
い
こ
と
を
、
か
れ
は
主
張
す
る

の
で
あ
る
。

か
く
し
て
一
切
の
教
義
、
あ
ま
た
の
道
典
は
相
対
化
さ
れ
、

「
道
」
の
実
現
に
向
か
う
登
仙
の
た
め
の
実
践
の
第
一
義
性
が

強
調
さ
れ
た
。
前
「
神
道
設
教
」
章
の
末
尾
に
お
い
て
、
か
れ

が
「
博
」
学
を
否
定
的
に
捉
え
て
い
た
理
由
も
同
様
で
、
呉
筠

に
は
、
旧
来
の
道
教
諸
派
に
よ
る
道
典
読
誦
の
風
潮
に
対
し
、

そ
れ
を
批
判
し
、
本
質
的
な
道
術
を
追
究
し
よ
う
と
す
る
意
識

が
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
本
章
に
言
う
「
神
」
の
凝
集
、
お
よ
び
そ
れ
以
外

の
、「
感
」
の
透
徹
、「
眞
」
の
応
現
、「
功
」
の
成
就
と
は
、
如

何
な
る
実
践
に
拠
っ
て
獲
得
で
き
る
境
涯
で
あ
る
の
か
、
以
下

の
諸
章
で
は
、
右
に
概
述
し
た
実
践
の
内
容
や
相
互
の
関
係
が

説
明
さ
れ
る
。

　
二
　「
陽
勝
則
仙
章
第
十
二
」
か
ら

　
　
　
　�

「
形
動
心
靜
章
第
十
五
」
ま
で

『
玄
綱
論
』
上
篇
「
天
禀
章
第
四
」
は
、
陽
気
と
陰
気
が
合
し

て
中
人
が
生
ま
れ
る
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
修
行
を
経
て
登
仙

す
る
可
能
性
を
有
す
る
の
も
、
そ
う
し
た
中
人
だ
と
捉
え
て
い

た
。「
陽
勝
則
仙
章
第
十
二
」
も
、
陰
陽
二
気
の
結
合
に
よ
っ
て

人
は
生
ま
れ
る
と
説
き
、
以
下
、「
陽
神
」
と
し
て
の
「
魂
」
と

「
陰
靈
」
と
し
て
の
「
魄
」
と
を
対
置
さ
せ
、
章
題
の
と
お
り

「
故
に
陰
勝
て
ば
則
ち
陽
竭
き
て
死
に
、
陽
勝
て
ば
則
ち
陰
銷

え
て
仙
た
り
」
と
述
べ
る
。
陰
陽
の
気
と
人
間
の
生
死
と
を
魂

魄
に
関
連
づ
け
る
説
法
は
、『
老
子
道
德
經
』
第
十
章
に
対
す
る

御
注
・
御
疏
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
関
連
す
る
一
段
を

一
瞥
し
て
お
こ
う
。
た
だ
し
御
注
・
御
疏
は
、
人
間
の
死
生
を

論
じ
る
上
で
「
虛
」
と
「
満
」
と
い
う
対
概
念
を
使
用
し
て
お

り
、
こ
の
点
で
は
「
陰
勝
」
や
「
陽
勝
」
と
い
っ
た
言
葉
を
用

い
る
呉
筠
と
ズ
レ
が
あ
る
。

載
營
魄
抱
一
、
能
无
離
乎
。（
御
注
）
…
…
魄
則
陰
虛
、
魂

則
陽
滿
、
言
人
載
虛
魄
常
須
營
護
復
陽
。
陽
氣
充
魄
則
為

魂
、
魂
能
運
動
則
生
全
矣
。

載
營
魄
抱
一
、
能
無
離
乎
。（
御
疏
）
…
…
既
生
魄
、
陽
為

魂
、
言
人
初
載
虛
魄
、
當
營
護
陽
氣
、
常
使
充
滿
、
則
得

生
全
。
若
動
用
不
恒
、
消
散
陽
氣
、
則
復
成
虛
魄
而
死
滅

也
（
18
）
。

陽
を
陰
に
「
勝
」
ら
せ
る
べ
く
、
呉
筠
は
い
か
な
る
方
法

を
提
示
し
て
い
る
の
か
。
本
章
の
末
尾
は
、「
心
澹
而
虛
、
則

陽
和
襲
、
意
躁
而
欲
、
則
陰
氣
入
。
明
此
二
者
、
制
之
在
我
、

陽
勝
陰
伏
、
則
長
生
之
漸
也
。
漸
也
者
、
陟
道
之
始
、
不
死
之

階
也
」
と
結
ば
れ
る
。「
心
」
を
静
虚
な
状
態
に
保
ち
、「
意
」

が
「
躁
而
欲
」
す
な
わ
ち
貪
婪
に
は
た
ら
く
こ
と
を
回
避
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
状
態
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
肝
要
な
の
で
あ
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る
。
次
章
「
虛
明
合
元
章
第
十
三
」
で
は
、
そ
の
冒
頭
の
一
段

で
、
静
虚
な
る
状
態
を
め
ぐ
る
考
察
を
こ
の
よ
う
に
展
開
す

る
。

道
不
欲
有
心
、
有
心
則
眞
氣
不
集
。
又
不
欲
苦
忘
心
、
苦

忘
心
則
客
邪
來
舍
。
在
於
平
和
恬
澹
、
澄
靜
精
微
。

こ
こ
で
呉
筠
は
、
こ
と
さ
ら
な
意
識
が
「
心
」
の
静
虚
さ

を
乱
す
と
捉
え
る
と
同
時
に
、
そ
の
こ
と
さ
ら
な
意
識
を
刻

苦
し
て
除
去
し
よ
う
と
す
る
、
や
は
り
作
為
的
な
態
度
に
対
し

て
も
、
否
定
的
に
捉
え
る
。
す
な
わ
ち
「
意
」
の
貪
婪
な
は
た

ら
き
と
は
、
た
ん
に
「
有
心
」
な
る
状
態
だ
け
を
指
す
の
み
な

ら
ず
、
修
行
者
に
よ
る
故
意
の
「
虛
」
志
向
を
も
含
む
の
で
あ

る
。
逆
に
、
そ
れ
ら
の
「
意
」
が
す
べ
て
解
消
さ
れ
た
状
態
が

本
章
の
章
題
に
言
う
「
虛
明
」
な
る
境
涯
な
の
で
あ
り
、
か
れ

は
、
こ
の
境
涯
を
め
ぐ
り
さ
ら
に
議
論
を
敷
衍
す
る
。

虛
明
合
元
、
有
感
必
應
。
應
而
勿
取
、
眞
偽
斯
分
。
故
我

心
不
傾
、
則
物
無
不
正
。
動
念
有
屬
、
則
物
無
不
邪
。
邪

正
之
來
、
在
我
而
已
。

か
か
る
境
涯
を
実
現
す
る
実
践
主
体
は
あ
く
ま
で
も
自
分
自

身
だ
、
と
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
か
れ
は
、
そ
う
し
た
実
践
主

体
は
対
象
と
然
る
べ
き
感
応
関
係
を
取
り
結
ん
で
い
る
こ
と
を

も
説
く
。
こ
れ
ら
の
文
章
は
、
第
十
一
章
に
提
示
さ
れ
た
「
神

凝
、
感
徹
、
眞
應
、
功
成
」
の
「
感
」
と
「
應
」
と
の
解
説
だ

と
み
な
せ
る
。
そ
の
「
應
」
じ
る
在
り
方
に
つ
い
て
、
主
体
が

こ
と
さ
ら
に
奪
「
取
」
し
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
ら
れ
る
点

に
は
、
実
践
主
体
の
意
識
の
在
り
方
に
注
目
す
る
呉
筠
の
思
考

が
示
さ
れ
る
。
続
く
文
章
で
、
か
れ
は
そ
う
し
た
実
践
を
「
存

念
」
と
も
言
い
換
え
、
そ
れ
を
怠
る
場
合
に
は
「
陰
尸
之
氣
」

が
勝
り
、
逆
に
勤
勉
で
あ
る
な
ら
ば
「
陽
和
之
神
」
が
勝
る
と

し
て
、
本
章
を
以
下
の
よ
う
に
結
ぶ
。

使
精
專
無
輟
於
斯
須
、
久
於
其
事
者
、
則
尸
銷
而
神
王
。

神
王
者
、
謂
之
陽
勝
。
陽
勝
者
、
道
其
隣
乎
。

こ
こ
で
「
尸
」
と
は
人
間
の
体
の
内
に
存
し
、
修
仙
に
対

す
る
障
害
と
な
る
「
三
尸
」
を
意
味
す
る
。
た
と
え
ば
『
抱

朴
子
』
内
篇
「
微
旨
」
に
、「
又
言
身
中
有
三
尸
、
三
尸
之
為

物
、
雖
無
形
而
實
魂
靈
鬼
神
之
屬
也
。
欲
使
人
早
死
、
此
尸
當

得
作
鬼
、
自
放
縱
遊
行
、
享
人
祭
酹
」
と
い
う
と
お
り
で
あ

る
。
呉
筠
が
道
教
の
「
尸
」
概
念
を
「
陰
氣
」
と
合
わ
せ
て
提

示
す
る
の
は
、「
陰
氣
」
が
「
三
尸
」
と
同
じ
よ
う
に
修
仙
に
対

す
る
障
害
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
消
滅
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
強
調
し
た
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
陽
和
の
神
が

勝
る
状
態
を
、
か
れ
が
「
神
王
」
と
表
現
し
た
点
に
は
注
目
し

た
い
。

「
神
王
」
語
は
、『
莊
子
』
養
生
主
篇
に
、「
澤
雉
十
步
一

啄
、
百
步
一
飲
、
不
蘄
畜
乎
樊
中
。
神
雖
王
、
不
善
也
」
と
し

て
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
『
莊
子
』
の
原
意
は
、
沢
に
暮
ら
す
野

生
の
雉
は
、
餌
を
啄
む
こ
と
と
水
を
飲
む
こ
と
が
大
変
で
あ
る
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が
、
か
ご
の
中
で
飼
わ
れ
る
こ
と
は
望
ま
ず
、
そ
の
理
由
は
、

か
ご
の
中
で
は
、
た
ら
ふ
く
餌
を
食
べ
神
が
盛
ん
に
な
っ
た

と
し
て
も
、
自
由
を
奪
わ
れ
て
い
る
以
上
、
良
い
こ
と
だ
と
は

み
な
せ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
郭
象
や
成
玄
英

は
、
そ
の
よ
う
に
は
解
釈
し
な
い
。
原
文
の
「
神
」
を
野
生
の

雉
の
そ
れ
と
解
し
、
か
ご
と
い
う
束
縛
か
ら
自
由
な
雉
は
、
そ

の
自
由
さ
に
す
ら
気
づ
か
ず
、「
忽
然
と
し
て
善
の
善
た
る
を
覚

ら
ず
」
と
い
う
状
態
に
在
る
と
捉
え
る
の
で
あ
る
。
成
玄
英
は

そ
れ
を
「
至
適
は
適
を
忘
れ
、
至
善
は
善
を
忘
る
」
と
も
ま
と

め
る
。
呉
筠
の
「
神
王
」
理
解
は
、
郭
・
成
両
者
の
方
向
に
沿

う
も
の
だ
と
推
察
さ
れ
る
。
な
お
本
章
末
尾
の
「
道
其
隣
乎
」

か
ら
は
、『
論
語
』
里
仁
篇
の
「
德
不
孤
、
必
有
隣
」
句
が
連
想

さ
れ
る
。

続
く
「
以
陽
錬
陰
章
第
十
四
」
は
、
前
章
の
主
旨
と
同
様
、

「
衆
人
」
は
陰
に
よ
っ
て
陽
を
「
錬
」
す
る
の
で
、
そ
の
結

果
、
老
齢
化
し
、
病
気
に
罹
り
、
死
亡
す
る
に
至
る
の
で
あ

り
、
そ
れ
に
対
し
て
「
道
」
を
修
め
る
者
は
、
陽
に
よ
っ
て
陰
を

「
錬
」
す
る
の
で
、
老
境
よ
り
嬰
児
に
、
あ
る
い
は
早
死
に
よ
り

長
寿
に
帰
り
、「
眞
道
」
に
合
し
て
登
仙
す
る
と
述
べ
る
（
19
）
。

か
く
述
べ
ら
れ
る
本
章
の
意
図
は
、
伝
統
的
な
道
術
の
す
べ
て

を
、
陰
陽
の
気
の
理
論
の
も
と
に
包
括
す
る
点
に
あ
る
と
み
な

せ
る
。
呉
筠
は
、
以
下
の
よ
う
に
幾
つ
か
の
道
術
を
挙
げ
た
上

で
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
「
至
眞
」
と
の
契
合
に
結
び
つ
け
る
。

所
以
含
元
和
、
抱
淳
一
、
吐
故
納
新
、
屈
伸
導
引
、
精
思

靜
默
、
瀟
灑
無
欲
者
、
務
以
陽
靈
錬
革
陰
滯
之
氣
、
使
表

裏
虛
白
、
洞
合
至
眞
、
久
於
其
事
者
、
仙
豈
遠
乎
哉
。

前
述
の
と
お
り
、
呉
筠
は
静
虚
な
る
境
地
を
こ
と
さ
ら
に
求

め
る
態
度
に
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
思
考
は
、
続
く

「
形
動
心
靜
章
第
十
五
」
に
も
う
か
が
え
る
。
同
章
は
以
下
の

よ
う
に
言
う
。

夫
形
動
而
心
靜
、
神
凝
而
跡
移
者
、
無
為
也
。
閑
居
而
神

擾
、
恭
默
而
心
馳
者
、
有
為
也
。
無
為
則
理
、
有
為
則

亂
。
雖
無
為
至
易
、
非
至
明
者
不
可
致
也
。
夫
天
地
晝
亦

無
為
、
夜
亦
無
為
。
無
為
則
一
、
而
理
亂
有
殊
者
、
何

哉
。
晝
無
為
以
明
、
故
衆
陽
見
而
羣
陰
伏
。
夜
無
為
以

晦
、
故
羣
陰
行
而
衆
陽
息
。

こ
こ
で
は
、
天
地
の
「
無
為
」
に
つ
い
て
、
昼
も
夜
も
同
様

に
「
無
為
」
と
し
つ
つ
も
、
夜
間
の
「
無
為
」
は
、
い
わ
ば
内

面
の
騒
擾
を
暗
闇
に
よ
っ
て
糊
塗
し
た
も
の
で
し
か
な
い
、
と

み
な
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
譬
喩
を
用
い
た
か
れ
の
意
図
は
、
そ

う
し
た
夜
間
と
は
逆
に
、
外
見
的
に
は
い
く
ら
活
動
的
で
あ
っ

て
も
、
内
面
に
お
い
て
「
心
靜
」
に
し
て
「
神
凝
」
し
た
境
地

こ
そ
が
、
真
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
在
り
方
で
あ
る
こ
と
を
示
そ

う
と
す
る
点
に
あ
る
。
そ
し
て
本
章
で
は
、
か
か
る
意
味
で
の

無
為
を
、
さ
ら
に
天
下
の
治
乱
へ
と
拡
大
す
る
。

是
以
主
明
而
無
為
者
、
則
忠
良
進
、
姦
佞
匿
、
而
天
下
治
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也
。
主
闇
而
無
為
者
、
則
忠
良
隱
、
姦
佞
職
、
而
天
下
亂

也
。
故
達
者
之
無
為
以
慧
、
蔽
者
之
無
為
以
昏
。
慧
則
通

乎
道
、
昏
則
同
乎
物
。
道
與
物
俱
無
為
也
、
奚
可
以
一
致

焉
。
故
至
人
雖
貴
乎
無
為
、
而
不
可
不
察
也
。
察
而
無
為

者
、
眞
可
謂
無
為
也
。

一
文
の
末
尾
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、
呉
筠
に
と
っ
て
真
の

無
為
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
柄
を
洞
察
し
な
が
ら
も
、
対
象
に
対

し
て
こ
と
さ
ら
な
は
た
ら
き
か
け
を
お
こ
な
わ
ず
、
し
か
し
そ

れ
で
い
て
天
下
の
安
定
を
導
き
出
せ
る
よ
う
な
境
涯
で
あ
る
。

第
十
三
章
で
は
、「
虛
明
合
元
」
の
境
地
に
お
い
て
対
象
と
の
感

応
関
係
を
築
き
つ
つ
も
そ
の
対
象
か
ら
こ
と
さ
ら
に
奪
取
す
る

こ
と
は
な
い
、
と
述
べ
て
い
た
。「
神
」
を
凝
集
さ
せ
る
実
践
が

然
る
べ
き
感
応
関
係
を
導
き
出
し
、
さ
ら
に
対
社
会
的
に
は
、

い
わ
ゆ
る
無
為
の
政
治
を
実
現
す
る
と
い
う
構
想
が
、
こ
こ
に

は
示
さ
れ
る
。
第
十
一
章
に
言
う
「
慈
惠
に
あ
ら
ざ
れ
ば
則
ち

功
は
成
ら
ず
」
と
の
主
張
は
、
か
か
る
真
の
無
為
の
統
治
を
表

現
す
る
も
の
に
相
違
な
い
。

『
玄
綱
論
』
中
篇
は
、
そ
の
第
十
二
か
ら
第
十
五
ま
で
の
四

章
を
用
い
、
修
道
の
基
本
構
造
を
ひ
と
と
お
り
述
べ
尽
く
し
た

と
判
断
で
き
る
。
中
篇
第
十
一
章
に
概
括
さ
れ
る
「
神
」
の

凝
集
以
下
、
四
種
の
実
践
が
、
第
十
二
章
以
降
の
各
章
に
お

い
て
は
、
人
間
を
構
成
す
る
陰
陽
二
気
に
即
し
て
説
き
直
さ
れ

た
。
こ
こ
で
陰
陽
二
気
へ
の
特
化
は
、
そ
れ
が
現
実
の
人
間
の

「
心
」
や
「
意
」
を
形
作
る
要
素
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ

り
、
そ
の
上
で
こ
そ
、「
有
心
」
を
原
因
と
す
る
意
識
の
暴
走
を

抑
制
し
、
か
つ
ま
た
過
度
な
「
無
心
」
を
も
回
避
す
る
か
た
ち

で
、
安
定
し
た
「
無
為
」
を
持
続
的
に
追
究
す
る
実
践
が
可
能

に
な
る
の
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
「
神
」
の
凝
集
以
降
の
目
的
も

遂
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
人
間
は
、
か
か
る
実
践
を
経
て
そ

の
体
内
に
登
仙
の
基
盤
を
築
き
、
ま
た
そ
の
絶
対
の
無
為
な
る

感
応
関
係
の
も
と
で
、
実
践
主
体
が
関
わ
る
対
象
と
の
お
の
ず

か
ら
然
る
べ
き
在
り
方
を
実
現
し
、
安
定
し
た
世
の
中
を
も
現

出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
呉
筠
に
よ
る
登
仙
の
実
践
論
は
、

以
上
の
よ
う
な
内
容
と
構
造
と
を
有
し
て
い
た
、
と
ま
と
め
ら

れ
る
。

　
三
　「
神
清
意
平
章
第
十
六
」
か
ら

　
　
　
　�

「
立
功
改
過
章
第
二
十
」
ま
で

如
上
、
第
十
二
か
ら
第
十
五
ま
で
の
四
章
に
は
、
呉
筠
が
構

想
す
る
修
道
理
論
の
全
体
が
示
さ
れ
て
い
た
。
で
は
、
第
十
六

章
以
下
の
文
章
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
与
え
ら
れ
て
い
る

の
か
。
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
と
し
た
い
。「
神
清
意
平
章
第

十
六
」
冒
頭
の
一
段
に
は
「
神
王
」
の
語
が
再
び
登
場
す
る
の

で
あ
り
、
こ
う
し
た
修
辞
が
考
察
の
手
が
か
り
と
な
る
。
本
章

は
、
以
下
の
よ
う
に
始
ま
る
。
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上
學
之
士
、
時
有
高
興
遠
寄
、
陶
然
於
自
得
之
境
、
為
眞

仙
可
接
、
霄
漢
可
昇
者
、
神
之
王
也
。
雖
曰
神
王
、
猶
恐

陽
和
之
氣
發
泄
、
陰
邪
之
氣
乗
襲
耳
。

「
神
王
」
の
状
態
に
到
達
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
で
も
な
お
陽

気
が
発
散
し
陰
気
が
襲
来
す
る
危
険
性
が
あ
る
、
と
呉
筠
は
言

う
。
か
か
る
事
態
に
は
ど
う
対
処
す
れ
ば
良
い
の
か
。
か
れ
は
続

け
て
「
可
入
靜
室
夷
心
、
抑
制
所
起
、
靜
默
專
一
、
則
神
不
散
而

陽
靈
全
、
愼
無
恣
其
樂
康
之
情
、
以
致
陰
邪
之
來
耳
」、
と
述
べ

る
。「
靜
室
」
に
こ
も
り
「
心
」
を
平
安
に
さ
せ
る
こ
と
が
肝
要

な
の
で
あ
る
。
呉
筠
は
、
こ
れ
と
同
じ
主
張
を
本
章
の
別
の
一

段
で
も
、「
可
入
室
靜
慮
、
存
一
握
固
、
激
其
滓
濁
、
候
神
清
氣

平
」
と
語
る
。

こ
の
一
段
に
見
え
る
「
靜
室
」
と
は
、
身
心
の
潔
斎
を
お
こ

な
う
部
屋
の
名
称
で
あ
り
、
道
仏
両
教
に
お
い
て
と
も
に
使
わ

れ
る
言
葉
で
あ
る
（
20
）
。
ま
た
「
存
一
」
と
は
『
老
子
』（
第

二
十
二
章
）
の
「
是
以
聖
人
抱
一
、
為
天
下
式
」
に
拠
り
、「
握

固
」
も
、
同
じ
く
『
老
子
』（
第
五
十
五
章
）
の
「（
赤
子
）
骨
弱

筋
柔
而
握
固
」
と
い
う
拳
を
握
る
姿
で
あ
っ
て
、
後
世
と
も
に
個

別
の
道
術
と
み
な
さ
れ
た
。

右
に
呉
筠
は
、「
神
王
」
の
境
涯
に
至
り
う
る
人
間
で
あ
っ

て
も
、
常
に
か
か
る
道
法
を
お
こ
な
わ
な
い
限
り
、「
樂
康
」
の

感
情
に
耽
溺
し
「
陰
邪
」
が
襲
来
し
か
ね
な
い
こ
と
を
強
調
し

た
。
な
ぜ
、
そ
う
し
た
懸
念
を
こ
と
さ
ら
表
明
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
か
れ
に
と
っ
て
修
行
者
が
生
き
る
世
界
と
は
、
欲
望
渦
巻
く

現
実
社
会
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
か
れ
は
、
本
章
の
章
題
で

も
あ
る
「
神
清
氣
平
」
の
状
態
に
着
目
し
、
内
心
の
鎮
静
化
を
企

図
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
一
句
を
用
い
る
に
当
た
り
、
か
れ
は

お
そ
ら
く
『
黃
帝
陰
符
經
集
註
』
の
或
る
一
段
を
想
起
し
て
い

た
。
同
書
の
本
文
「
至
樂
性
餘
、
至
靜
性
廉
」
に
対
し
、
李
筌
が

附
し
た
以
下
の
よ
う
な
注
釈
が
、
そ
れ
で
あ
る
（
21
）
。

筌
曰
、
樂
則
奢
餘
、
靜
則
貞
廉
。
性
餘
則
神
濁
、
性
廉
則

神
清
。
神
者
、
智
之
泉
。
神
清
則
智
明
。
智
者
、
心
之

府
。
智
公
則
心
平
。
人
莫
鑒
於
流
水
而
鑒
於
澄
水
、
以
其

清
且
平
。
神
清
意
平
、
乃
能
形
物
之
情
。

李
筌
の
注
釈
は
、「
神
清
意
平
」
と
の
表
現
を
用
い
、
そ
う
し

た
主
体
に
よ
っ
て
「
物
之
情
」
を
具
体
化
で
き
る
と
述
べ
る
。

こ
れ
も
ま
た
、「
陰
邪
」
の
襲
撃
に
曝
さ
れ
て
い
る
人
間
が
、

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
世
界
と
然
る
べ
く
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る

か
、
と
い
う
回
答
に
他
な
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
呉
筠
は
、
か
か

る
注
釈
の
主
張
を
前
提
と
し
て
、「
神
清
氣
平
」
に
至
る
こ
と
を

求
め
た
。

「
神
清
意
平
」
章
は
さ
ら
に
、
こ
の
状
態
に
至
り
、「
然
後

省
己
悔
過
、
務
令
自
新
、
則
轉
合
於
虛
靜
之
途
。
此
亦
洗
心

之
一
術
爾
」
と
ま
と
め
る
。「
洗
心
」
と
は
『
周
易
』
繋
辭
上

傳
の
「
聖
人
以
此
洗
心
、
退
藏
於
密
、
吉
凶
與
民
同
患
」
に
由

来
す
る
言
葉
で
あ
り
、
さ
れ
ば
「
悔
過
」
の
「
悔
」
字
に
関
し
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て
も
『
周
易
』
に
頻
出
す
る
「
悔
」
字
が
、
か
れ
の
念
頭
に
は

存
し
て
い
た
だ
ろ
う
。「
自
新
」
の
「
新
」
も
同
じ
く
繋
辭
上

傳
に
「
富
有
之
謂
大
業
、
日
新
之
謂
盛
德
」
と
見
え
る
。
他

方
、「
悔
過
」
の
「
過
」
に
関
し
て
は
、『
論
語
』
各
篇
に
言

う
「
改
」
め
る
べ
き
「
過
」
が
想
起
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、「
洗

心
」
語
が
見
え
る
繋
辭
傳
の
一
段
は
、
そ
の
後
、「
是
以
明
於
天

之
道
、
而
察
於
民
之
故
、
是
興
神
物
以
前
民
用
。
聖
人
以
此
齋

戒
、
以
神
明
其
德
夫
」
と
続
く
の
で
あ
り
、
呉
筠
の
言
う
「
洗

心
之
一
術
」
と
、
第
十
一
章
に
か
れ
が
提
示
し
た
「
齋
戒
」
と

に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
的
近
似
性
も
う
か
が
え
る
。

以
上
呉
筠
は
、
登
仙
を
目
的
と
し
つ
つ
も
現
実
世
界
に
お
い

て
は
対
象
と
の
然
る
べ
き
感
応
関
係
を
築
き
上
げ
る
実
践
に
つ

い
て
、『
老
子
』
に
も
と
づ
く
伝
統
的
道
術
や
『
陰
符
經
』
が
説

く
「
心
」
の
安
定
し
た
境
涯
と
い
う
典
拠
に
由
来
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
そ
れ
が
『
周
易
』
を
始
め
と
す

る
儒
家
の
経
典
が
説
く
日
常
的
実
践
の
一
環
で
も
あ
る
こ
と
を

説
い
た
。
登
仙
へ
と
至
る
実
践
と
は
、
決
し
て
特
殊
な
道
術
で

は
な
く
日
常
的
な
倫
理
的
思
惟
や
行
動
の
延
長
線
上
に
あ
る
。

日
常
生
活
の
な
か
で
欲
望
の
誘
惑
に
負
け
る
こ
と
な
く
自
ら
を

正
し
続
け
る
こ
と
、
そ
う
し
た
内
面
の
誠
実
に
よ
っ
て
の
み
登

仙
は
可
能
だ
、
と
か
れ
は
思
念
し
て
い
る
。
日
常
的
修
練
の
真

摯
な
継
続
を
、
か
れ
は
実
践
者
に
対
し
て
求
め
た
の
で
あ
り
、

続
く
「
行
清
心
貞
章
第
十
七
」
の
冒
頭
に
も
、
以
下
の
よ
う
な

文
言
が
見
え
る
。

行
欲
清
、
心
欲
貞
。
言
勿
過
乎
行
、
行
無
愧
乎
心
、
則
遊

於
四
達
之
衢
。
四
達
之
衢
者
、
渉
道
之
通
逵
也
。

『
論
語
』
憲
問
篇
に
は
、
唐
石
経
本
で
「
子
曰
、
君
子
恥
其

言
而
過
其
行
」、
皇
侃
の
義
疏
本
で
は
「
子
曰
、
君
子
恥
其
言
之

過
其
行
」
と
の
一
句
が
あ
る
。
呉
筠
が
義
疏
本
の
同
条
を
知
っ

て
い
た
と
は
断
言
で
き
な
い
が
、
そ
れ
で
も
日
常
的
な
言
動
の

す
べ
て
に
清
ら
か
で
正
し
く
在
る
こ
と
が
「
道
」
へ
の
通
路
だ

と
す
る
か
れ
の
認
識
は
、『
論
語
』
の
同
条
と
通
じ
る
も
の
だ
ろ

う
。
そ
し
て
本
章
で
は
、
内
心
に
羞
じ
る
よ
う
な
行
為
を
犯
し

た
場
合
、「
天
地
」
や
「
神
明
」
か
ら
の
叱
責
を
受
け
る
と
述
べ

た
う
え
で
（
22
）
、
全
体
を
「
故
寧
受
人
之
毀
、
無
招
天
之
譴
、

人
毀
由
可
弭
、
天
譴
不
可
逭
也
」
と
結
ぶ
。
こ
こ
に
言
う
「
天

譴
」
と
は
、
本
章
の
説
き
起
こ
し
方
か
ら
推
し
て
、
道
教
的

な
そ
れ
で
あ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
儒
家
の
伝
統
を
色
濃
く
受
け

継
ぐ
観
念
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
呉
筠
の
視

線
は
、
現
実
の
綱
常
世
界
に
生
き
る
一
般
の
人
間
に
向
け
ら
れ

て
い
る
。
そ
う
し
た
意
識
を
、
さ
ら
に
次
章
「
眞
人
為
儔
章
第

十
八
」
で
は
、「
道
之
所
至
忌
者
、
婬
殺
陰
賊
、
此
誠
易
戒
、
至

於
小
小
喜
怒
是
非
可
否
、
人
之
常
情
、
甚
難
愼
也
」
と
も
表
明

し
、
ま
た
「
又
好
譽
而
憎
毀
者
、
賢
達
之
所
不
免
。
然
審
己
無

善
而
獲
譽
者
不
祥
。
省
躬
無
疵
而
獲
謗
者
何
傷
。
以
此
論
之
、

得
失
在
乎
己
、
而
靡
由
其
他
」
と
も
説
明
す
る
。
修
道
を
妨
げ
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る
直
接
の
原
因
と
は
見
な
せ
な
い
よ
う
な
普
段
に
発
す
る
喜
怒

哀
楽
の
感
情
、
大
悪
人
と
は
正
反
対
の
賢
者
達
人
が
抱
く
毀
誉

褒
貶
の
感
情
、
そ
れ
ら
一
概
に
「
悪
」
と
は
み
な
せ
な
い
よ
う

な
感
情
に
す
ら
も
、
呉
筠
は
そ
の
批
判
的
な
観
察
眼
を
向
け
、

そ
れ
ら
か
ら
の
脱
却
を
求
め
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
続
く
「
仁
明
貞
靜
章
第
十
九
」
に
お
い
て
、
か
れ

は
、
人
間
の
資
質
と
登
仙
の
可
能
性
と
を
め
ぐ
り
以
下
の
よ
う
な

見
解
を
提
示
す
る
。

夫
仁
明
而
貞
靜
、
博
達
而
英
秀
者
、
皆
天
人
分
氣
、
降
生

以
濟
時
利
物
也
。
積
世
功
備
、
則
丹
臺
著
名
。
…
…
有
積

修
累
行
而
不
獲
昇
舉
者
、
何
也
。
前
功
未
著
也
。
有
不
因

修
習
而
自
得
仙
者
、
往
行
克
充
也
。
夫
功
無
虛
搆
、
善
不

徒
施
。
不
可
見
為
而
不
得
、
則
於
我
生
怠
。
覩
自
然
羽

化
、
則
謂
功
不
由
人
、
皆
失
之
遠
矣
。

生
ま
れ
な
が
ら
「
仁
明
」「
貞
靜
」
で
あ
る
資
質
の
優
れ
た
人

間
が
、
他
者
の
救
済
と
い
う
功
徳
を
積
ん
で
上
天
の
仙
籍
に
名

前
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
、
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
問
題
は
、

功
徳
を
積
み
重
ね
て
い
る
の
に
登
仙
で
き
な
い
存
在
や
、
修
道

と
い
う
手
段
に
拠
る
こ
と
な
く
「
自
然
」
に
羽
化
し
た
人
士

が
、
現
実
に
は
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
一
般
の
修
道
者
は
も

と
よ
り
、
真
摯
な
人
士
で
あ
れ
ば
尚
更
、
登
仙
の
確
証
を
獲
る

べ
く
煩
悶
し
か
ね
な
い
。
た
だ
し
呉
筠
は
、
そ
う
し
た
逆
転
現

象
が
発
生
す
る
理
由
を
、
前
者
は
前
世
に
お
け
る
功
徳
の
不
足

に
、
後
者
は
来
世
に
お
け
る
実
践
で
の
償
還
に
求
め
る
。
要
す

る
に
現
世
に
お
け
る
功
徳
の
蓄
積
の
み
が
肝
要
だ
、
と
主
張
す

る
わ
け
で
あ
る
。
無
論
こ
う
し
た
回
答
で
人
び
と
が
満
足
し
た

と
は
思
え
ず
、
そ
れ
故
に
『
玄
綱
論
』
に
は
下
篇
が
用
意
さ
れ

る
の
だ
が
、
こ
の
問
題
は
脇
に
置
き
、
呉
筠
は
続
く
「
立
功
改

過
章
第
二
十
」
に
お
い
て
、
功
徳
の
樹
立
と
過
失
の
改
新
と
を

一
組
の
実
践
と
み
な
し
つ
つ
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

功
欲
陰
、
過
欲
陽
。
…
…
功
不
全
、
過
不
滅
、
仙
籍
何
由

書
、
長
生
非
可
冀
。
然
功
不
在
大
、
遇
物
斯
拯
。
過
不
在

小
、
知
非
則
悛
。
不
必
馳
驟
於
立
功
、
奔
波
於
改
過
。
過

在
改
而
不
復
為
、
功
惟
立
而
不
中
倦
。
是
謂
日
新
其
德
、

自
天
祐
之
。

「
日
新
其
德
」
と
は
前
出
の
表
現
で
も
あ
り
、『
周
易
』
繋
辭

上
傳
を
そ
の
典
拠
と
す
る
。『
抱
朴
子
』
内
篇
「
登
渉
」
は
、

『
玉
鈐
經
中
篇
』
を
引
用
す
る
こ
と
で
「
立
功
為
上
、
除
過

次
之
」
と
い
う
「
立
功
」
と
「
除
過
」
の
前
後
関
係
を
規
定

す
る
。
た
だ
し
呉
筠
は
、
自
身
の
徳
を
毎
日
新
た
に
す
る
上
で

「
立
功
」
と
「
改
過
」
と
の
あ
い
だ
に
差
等
を
設
け
て
は
い
な

い
。
功
徳
の
多
寡
、
罪
過
の
軽
重
を
問
う
こ
と
無
く
、
目
前
の

対
象
が
陥
っ
て
い
る
窮
状
を
救
い
、
か
つ
些
細
な
瑕
疵
も
改
め

よ
う
と
す
る
そ
の
誠
実
さ
に
こ
そ
、
か
れ
は
関
心
を
向
け
る
の

で
あ
る
。
第
十
九
章
と
同
じ
主
張
が
こ
の
よ
う
な
表
現
に
よ
っ

て
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
本
章
は
、
そ
う
し
た
内
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面
の
誠
実
さ
を
「
神
眞
」
は
明
察
す
る
と
説
き
、
他
方
、
神
像

の
前
で
大
げ
さ
に
礼
拝
す
る
よ
う
な
態
度
に
関
し
て
は
、「
可

謂
示
人
以
小
善
、
實
未
為
感
激
之
弘
規
耳
」、
他
人
に
自
分
の

「
小
善
」
を
示
す
態
度
だ
と
は
言
え
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
神

仙
を
「
感
激
」
さ
せ
る
偉
大
な
礼
儀
と
は
み
な
せ
な
い
と
結

ぶ
。
眼
前
の
日
常
に
対
し
て
誠
実
に
臨
み
、
そ
の
な
か
で
継
続

的
に
功
徳
を
積
み
罪
過
を
減
ら
す
こ
と
、
呉
筠
は
、
中
篇
の
第

十
六
章
か
ら
二
十
章
に
至
る
五
章
に
お
い
て
、
実
践
の
日
常
性

と
継
続
性
、
こ
の
両
者
の
意
義
を
繰
り
返
し
説
い
た
。
そ
し
て

そ
の
際
に
特
徴
的
な
事
柄
は
、
か
れ
が
『
黃
帝
陰
符
經
』
に
着

目
す
る
と
と
も
に
、『
周
易
』
や
『
論
語
』
と
い
っ
た
儒
家
の
経

典
を
頻
用
し
つ
つ
、
そ
の
主
張
を
根
拠
づ
け
て
い
た
点
な
の
で

あ
る
。

　
四
　「
制
惡
興
善
第
二
十
一
章
」
か
ら

　
　
　
　�

「
虛
凝
靜
息
第
二
十
四
章
」
ま
で

呉
筠
は
「
陽
勝
則
仙
章
第
十
二
」
に
「
魂
為
陽
神
、
魄
為
陰

靈
」
と
述
べ
、「
虛
明
合
元
章
第
十
三
」
で
は
「
陽
和
之
神
」
と

「
陰
尸
之
氣
」
と
を
対
置
し
て
い
た
。
そ
し
て
「
制
惡
興
善
章

第
二
十
一
」
に
お
い
て
も
、
人
間
を
構
成
す
る
陰
陽
二
気
お
よ

び
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
「
魂
」「
魄
」
や
「
神
」「
尸
」
に
論
及

す
る
の
で
あ
り
、
以
下
の
数
章
は
、
中
篇
後
半
を
総
括
す
る
も

の
と
し
て
位
置
づ
け
う
る
。

ま
ず
第
二
十
一
章
は
、「
陽
之
精
曰
魂
與
神
、
陰
之
精
曰
尸

與
魄
。
神
勝
則
為
善
、
尸
強
則
為
惡
」
と
の
一
段
か
ら
始
ま

る
。
陰
陽
の
二
気
を
善
悪
の
価
値
観
に
重
ね
る
思
考
は
、
た
と

え
ば
『
道
教
義
樞
』
巻
五
「
三
一
義
第
十
六
」
に
も
、「
魂
為
陽

神
、
其
義
主
生
、
好
人
以
善
。
魄
為
陰
神
、
其
義
主
死
、
好
人

以
悪
。
若
不
為
善
伏
惡
、
焉
能
入
正
除
邪
」
と
の
表
現
の
も
の

と
し
て
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
『
道
德
經
』
載
営
魄
章

の
成
疏
に
も
、「
營
魂
是
陽
神
、
欲
人
之
善
、
魄
是
陰
神
、
欲
人

之
惡
」
と
の
一
段
が
見
え
る
（
23
）
。
た
だ
し
呉
筠
は
、
引
き
続

き
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

制
惡
興
善
則
理
、
忘
善
縱
惡
則
亂
。
理
久
則
尸
滅
而
魄

鍊
、
乱
久
則
神
逝
而
魂
銷
。
故
尸
滅
魄
鍊
者
、
神
與
形
合

而
為
仙
。
神
逝
魂
銷
者
、
尸
與
魄
同
而
為
鬼
。

こ
こ
に
言
う
「
理
」
と
「
亂
」
と
は
、「
形
動
心
靜
章
第

十
五
」
の
「
無
為
則
理
、
有
為
則
亂
」
句
の
と
お
り
、
修
行
者

の
内
面
に
お
け
る
安
定
と
混
乱
と
を
意
味
す
る
が
、
呉
筠
は
、

善
悪
そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
に
つ
い
て
も
、
継
続
し
た
そ
の
結
果
を

重
視
す
る
。
続
く
「
虛
白
其
志
章
第
二
十
二
」
で
は
「
神
」
と

「
尸
」
と
が
対
比
的
に
述
べ
ら
れ
る
。
本
章
は
大
き
く
二
段
に

分
か
れ
、
そ
の
第
一
段
の
冒
頭
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

神
魂
好
潔
、
尸
魄
好
穢
。
常
欲
虛
白
其
志
、
澡
雪
其
形
、

則
神
魂
樂
康
、
尸
魄
鍊
滅
。
神
康
尸
滅
者
、
日
益
清
奭
、
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雖
未
輕
舉
、
吾
必
謂
之
仙
矣
。

こ
こ
で
は
「
神
清
意
平
章
第
十
六
」
に
言
う
そ
の
清
ら
か
な

状
態
が
、
や
は
り
同
様
に
推
奨
さ
れ
る
。
た
だ
し
あ
わ
せ
て
、

第
十
六
章
の
中
盤
に
「
愼
無
恣
其
樂
康
之
情
、
以
致
陰
邪
之
來

耳
」
と
述
べ
て
否
定
さ
れ
た
「
樂
康
之
情
」
が
、
逆
に
肯
定
的

に
扱
わ
れ
る
。
し
か
も
呉
筠
は
、
そ
の
状
態
に
対
し
「
実
際
に

は
羽
化
登
仙
し
て
い
な
い
が
、
自
分
は
か
な
ら
ず
そ
れ
を
仙
と

謂
う
」
と
す
ら
捉
え
る
。
た
だ
し
、
本
第
二
十
二
章
の
後
半
で

は
、「
又
悲
哀
感
恚
者
與
陰
為
徒
、
歡
悦
忻
康
者
與
陽
為
徒
、
故

心
悲
則
陰
集
、
志
樂
則
陽
散
、
不
悲
不
樂
、
恬
澹
無
為
者
謂
之

元
和
、
非
元
和
、
無
以
致
其
道
也
」
と
の
見
解
を
提
示
す
る
。

こ
こ
に
言
う
「
元
和
」
と
は
、「
虛
明
合
元
章
第
十
三
」
の
そ
の

「
元
」
に
相
当
す
る
。
根
源
的
な
調
和
状
態
を
意
味
す
る
言
葉

で
あ
る
。
実
践
者
は
、
い
っ
た
ん
は
「
神
魂
」
が
「
樂
康
」
で

あ
る
状
態
を
目
指
す
わ
け
だ
が
、
し
か
し
そ
の
状
態
も
超
越
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
超
え
ら
れ
た
境
涯
を
、
こ
こ
で
は
「
恬

澹
無
爲
」
な
る
「
元
和
」
と
称
し
た
と
み
な
せ
よ
う
。
清
浄
を

好
む
そ
う
し
た
感
情
の
昇
華
が
目
指
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

「
委
心
任
運
章
第
二
十
三
」
は
、
目
心
身
口
耳
鼻
と
の
人
間

が
有
す
る
感
覚
知
覚
の
器
官
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
目
が
華
美

な
る
も
の
を
好
み
心
が
名
声
を
尊
ぶ
そ
う
し
た
在
り
方
は
、

「
靈
根
」
を
損
な
う
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
か
く
の
如
き
対
象
を

求
め
て
は
な
ら
な
い
、
と
端
的
に
述
べ
る
。
哀
楽
の
感
情
か
ら

の
超
越
と
い
う
第
二
十
二
章
後
半
の
主
題
を
継
承
す
る
一
段
で

あ
る
。
呉
筠
に
は
「
心
目
論
」
と
題
す
る
論
文
も
あ
り
（『
宗
玄

先
生
文
集
』
巻
中
）、
知
覚
感
覚
器
官
に
関
す
る
議
論
は
、
か

れ
に
と
っ
て
深
い
関
心
を
寄
せ
る
話
題
で
も
あ
っ
た
。
五
官
を

具
え
た
生
身
の
人
間
が
、
如
何
に
す
れ
ば
清
浄
な
仙
人
へ
と
変

わ
り
う
る
の
か
、
そ
う
し
た
課
題
へ
の
切
実
な
想
い
が
か
れ
の

胸
臆
に
は
存
し
て
い
た
に
相
違
な
い
。
か
か
る
切
実
さ
は
、
本

二
十
三
章
が
、
引
き
続
き
衣
食
の
問
題
へ
と
展
開
さ
れ
る
こ
と

か
ら
も
推
察
さ
れ
る
。
か
れ
は
言
う
。

惟
衣
與
食
、
人
之
所
切
、
亦
務
道
者
之
一
弊
耳
。
然
當
委

心
任
運
、
未
有
不
給
其
所
用
。
且
天
地
之
生
禽
獸
也
、
猶

覆
之
以
羽
毛
、
供
之
以
蟲
粒
、
而
況
於
人
乎
、
必
在
忘
其

所
趣
、
任
之
自
然
爾
。

衣
食
を
充
足
さ
せ
よ
う
と
す
る
欲
求
は
、
人
間
が
生
き
る
上

で
最
低
限
の
必
要
条
件
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
を
満
た
そ
う

と
す
る
行
為
は
、
修
道
の
障
害
と
も
な
る
。
か
く
し
て
呉
筠
は

本
章
の
章
題
に
も
言
う
「
委
心
任
運
」
と
の
在
り
方
を
推
奨
す

る
。
そ
う
し
た
態
度
は
、
一
文
の
末
尾
に
「
意
識
の
向
か
う
と

こ
ろ
を
必
ず
忘
却
し
、
お
の
ず
か
ら
な
る
在
り
方
に
委
ね
る
」

と
言
う
と
お
り
、
か
れ
の
言
う
「
無
為
」
な
る
在
り
方
を
意
味

す
る
。
つ
ま
り
、
衣
食
の
問
題
に
し
て
も
、
そ
れ
を
こ
と
さ
ら

に
否
定
す
る
意
識
は
、
そ
れ
を
貪
る
欲
求
と
同
様
、
登
仙
の
修

行
に
お
い
て
は
障
害
と
み
な
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
で
は
、
か
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か
る
境
涯
に
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
た
ど
り
着
け
る
の
か
。

呉
筠
は
、
そ
の
関
鍵
を
、
お
そ
ら
く
は
実
践
の
日
常
性
と
継
続

性
と
に
見
出
し
て
い
た
。

か
く
し
て
中
篇
は
、
登
仙
の
方
法
を
実
践
主
体
に
よ
る
絶
対

の
無
為
の
実
現
を
目
指
す
方
向
へ
と
収
斂
さ
せ
、
そ
の
最
終
章

に
至
る
。「
虛
凝
靜
息
章
第
二
十
四
」
の
全
文
は
、
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

覺
與
陽
合
、
寐
與
陰
并
。
覺
多
則
魂
彊
、
寐
久
則
魄
壯
。

魂
彊
者
、
生
之
徒
。
魄
壯
者
、
死
之
徒
。
若
餐
元
和
、
徹

滋
味
、
使
神
清
氣
奭
、
至
於
晝
夜
不
寐
、
唯
虛
凝
而
靜
息

者
、
善
無
以
加
焉
。

「
生
之
徒
」
や
「
死
之
徒
」
は
『
老
子
道
德
經
』（
第
五
十

章
）
に
見
え
る
表
現
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
魂
魄
概
念
を

直
結
さ
せ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
呉
筠
の
独
創
で
あ
る
。「
神
清

気
奭
」
は
第
十
六
章
に
見
え
る
「
神
清
気
平
」
の
謂
い
に
等
し

く
、
そ
の
前
提
と
し
て
『
陰
符
經
』
の
「
神
清
意
平
」
句
が
想

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
。
さ
れ
ば
続
く
「
晝

夜
不
寐
」
と
の
表
現
も
同
様
の
典
拠
を
持
つ
言
葉
、
す
な
わ

ち
、『
黃
庭
内
景
經
』「
口
為
章
第
三
」
の
本
文
「
晝
夜
不
寢
乃

成
眞
」
に
拠
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
玄
宗
期
の
梁
邱
子
が
撰

述
し
た
『
黃
庭
内
景
玉
經
註
』
の
当
該
箇
所
に
は
、「
勤
修
靜

定
則
為
眞
人
」
と
の
短
い
注
釈
が
記
さ
れ
る
（
24
）
。
陽
気
よ
り

成
る
神
魂
が
そ
の
清
浄
さ
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
は

つ
ね
に
覚
醒
状
態
に
在
る
と
と
も
に
、
虚
静
な
る
境
涯
に
お
い

て
じ
っ
と
安
定
す
る
に
至
る
。
そ
の
境
涯
に
つ
い
て
、
呉
筠
は

こ
れ
以
上
の
素
晴
ら
し
さ
は
無
い
と
絶
讃
す
る
わ
け
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
段
階
に
至
り
、
実
践
者
は
登
仙
を
果
た
し
た
と
み
な

せ
よ
う
。
か
れ
に
と
っ
て
、
登
仙
の
実
践
と
は
、
生
身
の
人
間

が
日
常
的
に
継
続
し
て
お
こ
な
え
る
内
容
の
も
の
で
あ
り
、
そ

の
主
張
を
ま
と
め
る
に
相
応
し
い
最
終
章
だ
と
判
断
で
き
る
。

　
お
わ
り
に

以
上
、『
玄
綱
論
』
中
篇
全
十
五
章
は
、
大
別
し
て
ふ
た
つ

の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
道
教
の
み
な
ら
ず
す
べ
て
の

教
学
な
い
し
そ
れ
ら
が
尊
崇
す
る
経
典
を
も
生
み
出
す
絶
対
の

「
道
」
か
ら
説
き
起
こ
し
、
教
学
や
経
典
を
体
系
化
し
な
が
ら

も
そ
の
形
式
性
を
乗
り
こ
え
、「
道
」
の
実
現
に
よ
る
登
仙
の

そ
の
階
梯
に
た
ど
り
着
く
べ
き
四
種
の
実
践
を
、
陰
陽
二
気
よ

り
成
る
生
身
の
人
間
に
即
し
て
包
括
的
に
解
説
し
た
「
形
動
心

靜
章
」
第
十
五
ま
で
の
六
章
と
、「
神
清
意
平
章
」
第
十
六
以

下
、
そ
う
し
た
実
践
を
日
常
的
な
生
活
の
場
に
お
い
て
継
続
し

て
お
こ
な
う
こ
と
の
重
要
性
を
縷
説
し
た
残
り
の
九
章
、
と
い

う
二
大
部
分
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
後
半
に
関
し
て
は
、
さ
ら

に
二
分
し
、「
制
惡
興
善
章
」
第
二
十
一
以
下
の
四
章
を
、
先
行

各
章
の
復
唱
的
な
ま
と
め
の
箇
所
と
み
な
す
こ
と
も
可
能
で
あ
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筠
は
、
こ
う
し
た
構
成
の
中
篇
の
前
半
に
お
い
て
、『
老
子

道
德
經
』
を
根
本
経
典
と
し
つ
つ
、
あ
わ
せ
て
自
身
が
そ
の
系

譜
に
属
す
る
道
教
上
清
派
を
優
位
に
置
く
形
で
幾
多
の
道
典
を

全
体
的
に
体
系
化
し
た
。
か
か
る
思
想
的
操
作
は
、
唐
王
朝
に

お
け
る
老
子
崇
拝
の
理
念
に
寄
り
添
う
も
の
で
あ
っ
た
と
み
な

せ
る
が
、
た
だ
し
か
れ
の
真
意
は
、
そ
う
し
た
経
典
に
依
存
す

る
従
来
の
修
行
よ
り
も
、「
道
」
に
直
接
し
、
絶
対
の
無
為
を
実

現
す
る
よ
う
な
実
践
の
重
要
性
を
高
唱
す
る
点
に
存
し
た
。
そ

し
て
そ
の
無
為
の
実
現
に
よ
っ
て
、
一
方
に
お
い
て
は
個
人
の

登
仙
が
か
な
い
、
そ
れ
と
同
時
に
、
他
方
に
お
い
て
は
無
為
の

政
治
が
実
施
さ
れ
る
と
説
い
た
。
こ
の
点
は
、『
玄
綱
論
』
上
篇

に
お
い
て
か
れ
が
示
し
た
「
道
」
の
構
造
に
合
致
す
る
理
解
で

あ
る
。

た
だ
し
、
呉
筠
に
お
い
て
、
絶
対
の
無
為
と
は
、
普
通
一
般

の
人
間
に
と
っ
て
容
易
に
実
現
で
き
る
境
涯
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
に
か
れ
は
、
中
篇
の
後
半
に
お
い
て
、
陰
陽
二
気
か

ら
な
る
生
身
の
人
間
に
視
点
を
据
え
、
そ
う
し
た
人
間
が
無
為

の
境
涯
に
到
達
で
き
る
よ
う
、
日
常
的
な
生
活
の
場
に
お
け
る

継
続
的
な
実
践
の
必
要
を
強
調
し
た
。
そ
し
て
そ
の
際
に
か
れ

が
活
用
し
た
典
拠
は
、
専
門
的
な
道
典
で
あ
る
よ
り
も
、『
周

易
』
や
『
論
語
』、
あ
る
い
は
『
老
子
』
や
『
莊
子
』
と
い
う
知

識
人
一
般
に
と
っ
て
は
周
知
の
典
籍
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
う
し
た
典
籍
を
多
用
す
る
傾
向
は
、
中
篇
前
半
に
お
い

て
も
同
様
で
あ
り
、
こ
の
点
に
、『
玄
綱
論
』
が
玄
宗
と
い
う
世

俗
の
皇
帝
に
上
呈
さ
れ
た
論
著
で
あ
る
と
と
も
に
、
呉
筠
自
身

の
思
想
的
な
志
向
の
在
処
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
思
想
的
な
志
向
と
い
う
点
で
は
、
中
篇
に
『
黃
帝
陰
符

經
』
に
関
連
す
る
文
言
が
散
見
さ
れ
る
点
も
、
非
常
に
興
味
深

い
。
呉
筠
は
、
旧
来
の
諸
道
典
に
対
し
て
は
「
博
」
学
の
否
定

と
い
う
形
で
消
極
的
な
態
度
を
示
し
て
い
た
が
、
一
方
、『
陰

符
經
』
と
い
う
唐
代
に
な
っ
て
か
ら
着
目
さ
れ
た
経
典
に
は
、

強
い
関
心
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
か
れ
の
関
心

の
在
り
方
は
、
道
教
が
帯
び
る
専
門
性
や
秘
儀
性
を
一
般
の
知

識
人
に
向
け
て
解
き
放
つ
傾
向
を
持
つ
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ

り
、
さ
ら
に
は
、
呉
筠
自
身
が
意
識
し
て
い
た
か
否
か
は
別
と

し
て
、
六
朝
期
の
道
教
が
、
唐
末
以
降
、
そ
の
相
貌
を
変
え
る

さ
き
が
け
と
し
て
の
思
想
史
的
意
味
を
象
徴
す
る
も
の
だ
と
も

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

注

（
1
）  『
道
蔵
』
第
23
冊
（
文
物
出
版
社
、
上
海
書
店
、
天
津
古
籍
出
版

社
、
一
九
八
八
年
。
本
稿
で
使
用
す
る
『
道
蔵
』
所
収
の
資
料

は
、
い
ず
れ
も
こ
の
影
印
本
に
拠
る
。）
六
七
三
頁
以
下
。

（
2
）  

拙
稿
「『
宗
玄
先
生
玄
綱
論
』
上
篇
の
思
想
―
成
玄
英
老
子
疏
引
用

の
意
図
を
中
心
に
―
」（『
文
化
』
79
―
1・2
、
二
〇
一
五
年
）。

（
3
）  

呉
筠
思
想
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
神
塚
淑
子
「
呉
筠
の
生
涯
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と
思
想
」（『
東
方
宗
教
』
54
、
一
九
七
九
年
）・
尹
志
華
「
呉
筠
的

生
命
哲
学
思
想
初
探
」（『
宗
教
学
研
究
』
２
、一
九
九
六
年
）・
李

剛
「
論
呉
筠
的
道
教
哲
学
思
想
」（『
中
国
哲
学
史
』
１
、二
〇
〇
〇

年
）
な
ど
を
参
照
。
そ
の
他
、
専
論
で
は
な
い
が
、
西
脇
常
記

「
権
徳
輿
と
そ
の
周
辺
」（『
唐
代
の
思
想
と
文
化
』
創
文
社
、

二
〇
〇
〇
年
、
初
出
は
一
九
七
八
年
）・
砂
山
稔
『
隋
唐
道
教
思

想
史
研
究
』
第
二
部
第
七
章
「「
虛
」
の
思
想
」（
平
河
出
版
社
、

一
九
九
〇
年
）・
李
大
華
『
隋
唐
道
家
與
道
教
』（
下
）
第
七
章
「
呉

筠
的
道
教
哲
学
思
想
」（
広
東
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
も
あ

る
。

（
4
）  「
法
教
」
に
つ
い
て
、
南
北
朝
に
成
立
し
た
『
正
一
修
眞
略
儀
』

（『
道
蔵
』
第
32
冊
一
七
五
頁
）
は
以
下
の
表
現
が
あ
る
。「
今
且
聊

解
三
洞
籙
文
修
行
大
旨
、
將
知
至
聖
神
眞
宣
詔
法
教
、
其
文
其
軌
、

咸
謂
符
會
于
玄
玄
之
道
焉
」。

（
5
）  『
道
蔵
』
第
23
冊
六
五
三
頁
以
下
。

（
6
）  『
玄
綱
論
』
中
篇
「
神
道
設
教
章
」
に
「
九
玄
之
初
、
二
象
未
構
、

靈
風
集
妙
、
空
洞
凝
華
、
寶
章
結
於
混
成
、
玉
字
標
於
獨
化
、
挺

乎
有
無
之
際
、
煥
乎
玄
黃
之
先
、
日
月
得
之
以
照
臨
、
乾
坤
資
之

以
覆
載
、
於
是
无
上
虛
皇
命
元
始
天
王
、
編
之
於
金
簡
、
次
之
於

玉
章
。
初
祕
上
玄
、
末
流
下
土
、
降
鑒
有
道
、
乃
錫
斯
文
」。

（
７
）  『
陰
符
經
』
に
つ
い
て
の
研
究
と
し
て
、
主
に
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。
佐
藤
仁
「
陰
符
經
を
読
む
」（『
哲
学
年
報
』
22
、

一
九
六
〇
年
）・
王
明
「
試
論
『
陰
符
經
』
及
其
唯
物
主
義
思
想
」

（
こ
の
中
、『
陰
符
經
』
の
成
立
に
つ
い
て
、
王
明
は
『
四
庫
全
書

総
目
提
要
』
と
余
嘉
錫
『
四
庫
提
要
辨
證
』
の
「『
陰
符
經
』
解
」

条
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
論
述
し
た
）（『
道
家
和
道
教
思
想
研
究
』

所
収
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）・
宮
川
尚
志
「
陰

符
經
研
究
序
説
」（『
中
国
の
宗
教
・
思
想
と
科
学
―
牧
尾
良
海
博

士
頌
寿
記
念
論
集
』
所
収
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）・
宮
川

尚
志
「
陰
符
經
の
一
考
察
」（『
東
方
宗
教
』
63
、
一
九
八
四
年
）・

松
本
浩
一
「
陰
符
經
の
諸
注
に
つ
い
て
の
諸
問
題
」（『
ア
ジ
ア
民

族
に
お
け
る
社
会
と
文
化
』、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）・
山

田
俊
「
宋
代
に
於
け
る
『
陰
符
經
』
の
受
容
に
つ
い
て
」（『
東
方

宗
教
』
123
、
二
〇
一
三
年
）。

（
8
）  「
宋
」
兪
文
豹
『
吹
劍
錄
全
編
』（
上
海
古
典
文
学
出
版
社
、

一
九
五
八
年
）。

（
9
）  「
明
」
胡
応
麟
『
少
室
山
房
筆
叢
』
甲
部
卷
五
「
丹
鉛
新
錄
一
」　

（
上
海
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
10
）  

王
明
『
道
家
和
道
教
思
想
研
究
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、

一
九
八
四
年
）。

（
11
）  

注
（
７
）
所
掲
山
田
論
文
。

（
12
）  

朱
越
利
『
道
蔵
分
類
解
題
』
第
一
部
「
哲
学
」
第
一
類
「
易
与
諸

子
」（
華
夏
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）。

（
13
）  『
道
蔵
』
第
２
冊
七
七
五
頁
『
黃
帝
陰
符
經
集
註
』。

（
14
）  『
道
蔵
』
第
17
冊
八
八
五
頁
『
太
上
老
君
年
譜
要
略
』。

（
15
）  『
道
蔵
』
第
20
冊
五
三
七
頁
『
眞
誥
』
巻
之
九
「
協
昌
期
第
一
」
に

「
暮
卧
、
先
讀
黃
庭
内
景
經
一
過
、
乃
眠
、
使
人
魂
魄
自
制
錬
。

恒
行
此
二
十
一
年
、
亦
仙
矣
」。

（
16
）  『
玄
綱
論
』
中
篇
「
神
道
設
教
章
」
に
「
是
以
龍
章
雲
篆
、
漸
降
人

間
、
師
資
相
承
、
經
法
彌
廣
。
然
可
以
周
覽
、
難
可
以
盡
行
、
何

者
。
以
一
人
之
心
、
兼
累
聖
之
道
、
神
疲
形
倦
、
莫
究
其
微
」。

（
17
）  『
道
教
義
樞
』
は
『
道
蔵
』
第
24
冊
八
〇
四
頁
以
下
の
テ
キ
ス
ト
に

拠
る
。

（
18
）  『
唐
玄
宗
御
注
道
德
真
経
』
お
よ
び
『
唐
玄
宗
御
製
道
德
眞
経
疏
』

は
、
い
ず
れ
も
『
道
蔵
』
第
11
冊
所
収
の
テ
キ
ス
ト
に
拠
る
。

（
19
）  『
玄
綱
論
』
中
篇
「
以
陽
錬
陰
章
」
に
「
衆
人
、
則
以
陰
錬
陽
。
道



二
九

者
、
則
以
陽
錬
陰
。
陰
錬
陽
者
、
自
壯
而
得
老
、
自
老
而
得
衰
、

自
衰
而
得
耄
、
自
耄
而
得
疾
、
自
疾
而
得
死
。
陽
錬
陰
者
、
自
老

而
反
嬰
、
自
濁
而
反
清
、
自
衰
而
反
盛
、
自
麤
而
反
精
、
自
疾
而

反
和
、
自
夭
而
反
壽
、
漸
合
眞
道
、
而
得
仙
矣
。」

（
20
）  
吉
川
忠
夫
「「
靜
室
」
考
」（『
東
方
学
報
』、
京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所
、
一
九
八
七
年
）。

（
21
）  『
道
蔵
』
第
２
冊
七
一
九
頁
『
黃
帝
陰
符
經
集
註
』。

（
22
）  『
玄
綱
論
』
中
篇
「
行
清
心
貞
章
」
に
「
若
言
清
而
行
濁
、
名
潔
而

跡
污
、
雖
醜
蔽
於
外
、
而
心
慙
於
內
。
心
慙
於
內
者
、
天
地
疾
之
、

神
明
殛
之
、
雖
力
强
於
道
、
不
可
致
也
」。

（
23
）  『
道
蔵
』
第
13
冊
三
八
一
頁
『
道
德
眞
經
玄
德
纂
疏
』
巻
之
三
・
載

營
魄
章
第
十
。

（
24
）  『
道
蔵
』
第
６
冊
五
一
八
頁
『
黃
庭
内
景
玉
經
註
』
巻
上
「
口
為
章

第
三
」。
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《宗玄先生玄纲论》中篇的思想

刘  晓 春

《宗玄先生玄纲论》（下文简称《玄纲论》）是活跃于盛唐时期的道士吴筠的代表作。

本文主要以《玄纲论》中篇 < 辩法教 > 的十五章内容为研究对象进行逐章分析，并适

当结合吴筠其他作品，探究吴筠在中篇关于修仙方法的主张及其理论依据。序文主要

对研究背景、《玄纲论》上篇研究成果及研究目的进行了介绍。第一章到第四章，将《玄

纲论》中篇十五章按内容相关性分为四个部分进行了探讨，并找出了吴筠中篇的理论

来源。通过以上四章的分析，吴筠在中篇首先从儒道经典来源方面肯定了上篇确立的

“道”的绝对至上地位，其次提出了为实现“道”所必须的四种修炼实践，最后由此

四种实践延伸到日常生活的伦理言行的修持及无为的治国之道。而吴筠在论述过程中

所使用的理论多依据《周易》《论语》《老子》《庄子》这些为当时一般知识分子所熟

知的典籍或《黄帝阴符经》这样在唐代颇为盛行的经典。由此不仅可以窥探出吴筠在

创作《玄纲论》时内心的预设受众，更可视作六朝时期的道教于唐末开放性转型的先驱。
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